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 最近、皇室関係の人々がテレビで放映されることが多いように思う。いわゆる公式行事

もあるようだが、個人的な趣味と思える芸術、音楽鑑賞なども、カメラは丁寧に追いかけ

ている。新聞広告を見ると、女性週刊誌は皇室の記事が満載のようだ。女性は皇室が好き

なのであろうか。皇族の人数が減っていることに危機感を持ち、皇族数確保のために、国

会は議論を重ねている。高市首相始め、自民党右翼の人たちは、天皇は男系男子が長年の

伝統だからと、女系女性天皇を認めようとしない。そこで、まとめたのが、①「女性皇族

が婚姻後も皇族の身分を保持する」、②「皇室を離脱した旧 11 宮家の男系男子を養子に迎

える」の 2 案だそうだ。①の女性皇族は結婚すれば、皇籍から離れ、自由になれたが、皇

族のままとなる。②の旧宮家の若い男性は皇族家の養子になるが、身分は一般人のままで、

生まれた男児が皇位継承権を持つこととなる。旧宮家の男性たちは一般人として自由に生

きているのに、皇族の養子となることに、抵抗があるだろう。これらの議論を聞いて、か

つて女性を「生む機械」と言った人がいて、非難されていたことを思い出した。皇族数確

保の議論に「生む機械」「生ませる機械」にしようとしている悲喜劇を連想した。皇族の生

活は国が保証しているので苦労はないだろうが、人権はない。好きなことができないし、

心にあることを自由に発言することもできない。皇族として育った人は、それなりに順応

できるだろうが、一般人が皇族になれば、人形のようになり、心を病むことは当然であろ

う。他人の家族、家系に政治的に関与することは、憲法違反ではないか。 

本棚に、「わだつみの会（日本戦没学生記念会）」が編集した『天皇制を問いつづける』

を見つけ、読み返した。本書は 1978 年、27 名の論客が「天皇制」について執筆、講演、対

話したものを、まとめて出版したものである。天皇の名によって、戦死した人々を追悼す

る「わだつみの会」が編集しているので、天皇制には、当然批判的な論調である。半世紀

も前の出版であるが、興味を惹かれた論考から、紹介したい。 

 社会評論家のいいだ もも氏が「天皇と猥褻」というタイトルで論考を寄せている。 

〈差別の頂点としての天皇を「全国民的統合の象徴」としていただいたままの戦後の大衆

民主主義体制は、差別・抑圧構造にほかならないのであって、そのようなものとしての民

主ファシズム体制なのです。皇室民主化とか、天皇人間宣言とかによって、民主主義が進

むとか全うされるとかいうことは、その出発点からして欺瞞であるにすぎない。〉〈天皇の

平和を起点とする戦後の平和は、戦争責任の核心を隠蔽してごまかしたままであったがゆ

えに、自国だけの独善的な「平和と民主主義」幻想にもかかわらず、いや、その幻想その

ものを通じて、中国・アジアに対する血債をそのまま保持し続けてきたと言わなければな

らない。〉いいだ氏の天皇制批判は厳しい。彼は、昨今の映画スターやタレントのようにも

てはやされる皇室映像からは、次元の違う論調で天皇制の欺瞞を断じている。天皇制を利

用した米国の日本統治は、戦後 80 年経った現在も、沖縄を犠牲にして、米国追従体制は変

わることがない。また、象徴とする天皇制は人権を認めず、民主主義的ではないというこ

とは確かである。更に、アジア諸国との戦後処理も完結していないとの主張は聞くべきで

はないか。ちなみに「天皇と猥褻」の「猥褻」は、天皇の即位の儀式は、神と同衾する秘

義を通して、天皇の地位替わりを死＝蘇生にバトン・タッチすると言う。いいだ氏は〈わ

たしたちはやがて『聖猥褻』そのものともいうべきこの天皇即位式に直面することになる

でしょう〉」と、同衾することを「猥褻」と表現している訳である。天皇制の問題は皇族の

人たちの人権無視、特別視する天皇との距離によって差別を助長することにある。 


